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2６ 

東
シ
ナ
海
を
漁
場
と
す
る
機
船
底
引
網
漁
業
（
い
わ
ゆ
る
以
西
底
引
網
漁
業
）
の
発
達
に
お
い
て
、
「
出
雲
型
」
と
「
阿
波
型
」
の
二

（
１
）
 

類
型
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
初
め
て
指
摘
し
た
の
は
、
栢
野
晴
夫
で
あ
っ
た
。
栢
野
に
よ
れ
ば
、
「
出
雲
型
」
は
島
根
県
島
根
半
島
地
方

の
打
瀬
網
漁
業
か
ら
発
展
し
、
零
細
漁
家
の
共
同
出
資
・
共
同
経
営
・
余
剰
の
平
等
分
配
を
特
色
と
し
た
の
に
対
し
て
、
「
阿
波
型
」
は

徳
島
県
中
灘
地
方
の
北
九
州
出
漁
延
縄
漁
業
か
ら
発
展
し
、
船
頭
制
・
歩
合
制
を
と
っ
た
こ
と
が
特
色
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
両
者
と
も
、

機
船
底
引
網
漁
業
へ
の
転
換
と
漁
船
動
力
化
資
金
の
調
達
に
は
、
問
屋
の
融
資
を
仰
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
時
問
屋
は
、
融

資
の
償
還
が
す
む
ま
で
漁
船
の
名
儀
を
自
己
の
も
の
と
し
、
こ
の
間
の
水
場
も
す
べ
て
掌
握
し
た
。
し
か
し
償
還
は
な
か
な
か
困
難
を
き

わ
め
た
。
償
還
が
不
可
能
な
場
合
漁
船
は
問
屋
の
所
有
と
な
り
、
そ
の
際
、
水
場
を
問
屋
に
さ
せ
る
こ
と
を
条
件
に
従
来
の
船
頭
に
漁
船

を
貸
す
契
約
船
と
、
乗
組
員
を
問
屋
の
従
業
員
に
し
て
直
営
す
る
直
営
船
の
場
合
と
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
前
者
が
長
崎
に
、
後
者
が
下
関

（
２
）
 

に
多
か
っ
た
が
、
そ
れ
は
各
地
の
雇
怖
・
労
働
関
係
の
差
異
か
ら
く
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
す
な
わ
ち
「
阿
波
型
」
Ⅱ
長
崎
に
お
い
て

は
、
レ
ン
コ
ダ
イ
延
縄
漁
業
を
通
じ
て
船
頭
制
は
強
固
に
確
立
さ
れ
て
お
り
、
乗
組
員
は
船
頭
に
一
切
を
委
ね
る
と
い
う
慣
習
で
貫
か

れ
、
船
頭
の
力
が
強
か
っ
た
の
に
対
し
、
「
出
雲
型
」
Ⅱ
下
関
で
は
、
発
展
の
基
盤
で
あ
っ
た
打
瀬
網
漁
業
に
船
頭
制
が
存
在
せ
ず
、
数

人
の
漁
民
が
一
組
と
な
り
平
等
出
資
の
下
に
漁
船
と
漁
具
を
と
と
の
え
、
仲
間
よ
り
船
頭
を
選
出
し
て
操
業
す
る
と
い
う
共
同
経
営
の
形

（
３
）
 

態
を
と
り
、
漁
船
が
動
力
化
さ
れ
て
か
ら
も
こ
の
方
式
を
続
け
た
。
し
た
が
っ
て
魚
問
屋
林
兼
が
こ
れ
ら
に
融
資
し
た
時
、
「
阿
波
型
」

に
お
い
て
は
船
頭
制
を
利
用
す
る
下
請
的
形
態
で
あ
る
契
約
船
の
方
式
を
と
り
、
「
出
雲
型
」
で
は
形
式
的
に
は
船
頭
Ⅱ
出
資
仲
間
の
代

表
者
へ
の
融
資
と
い
う
形
を
と
り
な
が
ら
も
、
こ
の
場
合
の
船
頭
は
「
阿
波
型
」
の
よ
う
な
権
限
を
も
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
直
営
船

（
４
）
 

の
方
式
を
と
っ
て
直
接
統
轄
の
下
に
操
業
さ
せ
た
。
か
く
し
て
問
屋
は
、
そ
の
「
貸
付
資
本
的
機
能
を
通
じ
て
漁
船
を
自
己
の
手
に
集
中

以
西
底
引
網
漁
業
発
達
史
に
お
け
る
「
阿
波
型
」
に
つ
い
て

Hosei University Repository



2７ 
し
、
あ
る
い
は
個
人
船
主
・
船
頭
・
漁
夫
を
自
己
に
隷
属
さ
せ
て
い
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
問
屋
な
い
し
問
屋
制
貸
付
資
本
と

し
て
は
流
通
過
程
に
お
け
る
価
値
の
収
奪
こ
そ
本
来
の
目
的
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
、
産
業
資
本
的
な
生
産
の
近
代
的
合
理
化
、
こ
と

に
雇
傭
労
働
関
係
で
そ
れ
を
は
か
る
よ
り
で
き
る
だ
け
在
来
の
前
期
的
な
諸
関
係
を
利
用
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
剰
余
労
働
部
分
ば
か
り
で

な
く
、
必
要
労
働
部
分
に
食
い
こ
ん
だ
収
奪
を
許
す
と
い
う
生
産
形
態
が
必
要
で
あ
る
。
逆
に
い
え
ば
、
そ
の
よ
う
な
前
期
的
な
生
産
形

態
の
一
般
的
存
在
こ
そ
が
、
問
屋
・
問
屋
制
貸
付
資
本
の
生
存
す
る
基
盤
で
も
あ
る
わ
け
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
問
屋
制
的
Ⅱ
高
利
貸
的

（
５
）
 

資
本
が
生
産
を
自
己
に
従
属
せ
し
め
て
い
く
場
合
は
、
す
ぐ
れ
て
下
請
的
形
態
を
利
用
す
る
こ
と
に
な
る
」
と
規
定
し
て
い
る
。

栢
野
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
見
解
は
、
以
後
以
西
底
引
網
漁
業
研
究
で
定
説
と
な
っ
た
感
が
あ
り
、
そ
の
後
こ
の
問
題
を
展
附
さ
せ
た
土

（
６
）
 

井
仙
吉
の
場
合
も
基
本
的
に
こ
の
方
向
を
踏
襲
し
て
い
る
。
土
井
に
よ
れ
ば
、
在
来
漁
法
か
ら
成
長
し
た
手
操
網
漁
業
は
、
造
船
出
漁
経

費
な
ど
の
融
資
を
魚
問
屋
か
ら
う
け
た
が
不
況
に
際
し
て
倒
産
し
、
漸
次
問
屋
資
本
に
従
属
吸
収
さ
れ
て
い
き
、
ま
た
問
屋
自
ら
も
産
業

（
７
）
 

資
本
に
転
化
し
た
と
い
う
。
そ
し
て
、
こ
の
融
資
↓
倒
産
↓
従
属
・
吸
収
の
過
程
が
「
出
雲
型
」
と
「
阿
波
型
」
で
は
相
違
し
、
レ
ン
コ

ダ
イ
延
縄
漁
業
を
通
じ
て
船
頭
制
（
漁
犠
長
制
）
が
確
立
し
て
い
た
「
阿
波
型
」
で
は
、
問
屋
資
本
が
船
頭
を
媒
介
と
す
る
契
約
船
の
方

式
を
と
っ
た
の
に
対
し
、
打
瀬
網
漁
業
か
ら
発
展
し
た
平
等
出
資
・
共
同
経
営
の
「
出
雲
型
」
で
は
、
船
頭
は
「
阿
波
型
」
の
よ
う
な
椎

（
８
）
 

限
を
有
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
必
然
的
に
直
営
船
の
方
式
を
と
っ
た
。
か
く
し
て
「
出
襲
型
」
は
「
ト
ロ
ー
ル
の
場
合
と
同
様

に
固
定
給
を
主
と
す
る
近
代
的
賃
金
形
態
を
と
る
」
の
に
対
し
、
「
阿
波
型
」
で
は
「
歩
合
制
・
漁
携
長
制
を
と
り
、
経
営
形
態
に
半
封

（
９
）
 

建
的
Ⅱ
前
期
的
な
要
素
を
多
分
に
残
存
」
さ
せ
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
「
阿
波
型
」
Ⅱ
長
崎
の
場
合
に
し
ぼ
っ
て
次
の
諸
点
を
と
り
あ
げ
た
い
。
⑪
「
阿
波
型
」
の
特
色
と
さ
れ
る
問
屋

資
本
と
阿
波
出
漁
者
と
の
関
係
。
す
な
わ
ち
、
従
来
の
研
究
で
は
問
屋
前
貸
制
か
ら
契
約
船
へ
の
背
景
に
つ
い
て
、
昭
和
恐
慌
期
の
不
況

↓
貸
倒
れ
↓
契
約
船
と
い
う
外
部
経
済
の
側
面
か
ら
だ
け
で
説
か
れ
て
き
た
。
し
か
し
こ
れ
に
先
立
つ
大
正
末
期
に
、
「
阿
波
型
」
で
は
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錫
延
縄
漁
業
か
ら
機
船
底
引
網
漁
業
へ
の
転
換
が
な
さ
れ
る
が
、
こ
の
生
産
過
程
の
変
化
が
内
部
経
済
的
諸
条
件
と
ど
う
関
係
す
る
か
と
い

う
視
座
が
欠
け
て
は
い
な
か
っ
た
か
。
こ
の
側
面
か
ら
「
阿
波
型
」
展
開
過
程
を
再
考
し
て
み
る
。
②
「
阿
波
型
」
の
特
色
と
さ
れ
る
船

頭
制
に
対
し
て
、
従
来
こ
れ
を
前
期
的
・
半
封
的
存
在
と
し
て
位
置
づ
け
る
傾
向
が
あ
っ
た
。
船
頭
制
の
背
景
に
は
漁
村
社
会
の
基
底
に

（
、
）

存
在
す
る
前
期
的
・
半
封
的
側
面
も
全
く
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
し
か
し
「
前
期
的
生
産
形
態
の
一
般
的
存
在
」
を
一
方
的
な

与
件
と
し
て
よ
い
も
の
か
ど
う
か
。
各
時
代
に
お
け
る
経
営
方
式
と
の
関
連
か
ら
も
検
討
し
て
み
る
必
要
が
な
か
ろ
う
か
。

年
三
七
－
五
五
頁
。

（
７
）
前
掲
（
６
）
一
○
‐

（
８
）
前
掲
（
６
）
｜
言

（
９
）
前
掲
（
６
）
｜
頁
。

（
Ⅲ
）
前
掲
（
１
）
一
四
壱

（
５
）
前
掲
（
１
）
一
三
’
一
四
頁
。

（
６
）
土
井
仙
吉
「
以
西
遠
洋
底
曳
網
漁
業
根
拠
地
の
盛
衰
」
『
地
理
学
評
論
』
第
一
一
一
二
巻
第
一
号
一
九
五
九
年
一
－
二
三
頁
・

土
井
仙
吉
「
以
西
底
曳
網
漁
業
に
お
け
る
経
営
形
態
（
貫
金
制
度
・
労
働
組
織
）
の
地
域
差
」
『
福
岡
学
芸
大
学
紀
要
』
第
九
号
一
九
五
九

（
１
）
栢
野
晴
夫
「
以
西
底
曳
塗

（
２
）
前
掲
（
１
）
一
三
頁
。

（
３
）
前
掲
（
１
）
一
四
頁
。

（
４
）
前
掲
（
１
）
一
四
頁
。

（
５
）
前
掲
（
１
）
一
三
Ｉ

栢
野
晴
夫
「
以
西
底
曳
漁
業
の
歴
史
」
『
下
関
長
崎
に
お
け
る
以
西
底
曳
綱
漁
業
調
査
報
告
』
水
産
庁
一
九
五
一
年
一
’
四
五
頁
。

一
四
頁
。

一
○
－
’

二
頁
。

一

頁
｡ 
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2９ 

合
は
六
’
九
挺
櫓
建
て
、
動
｛

（
８
）
 

は
四
○
隻
を
数
え
た
と
い
う
。

明
治
三
○
年
以
前
の
徳
島
県
海
部
郡
三
岐
田
村
東
由
岐
浦
の
漁
業
は
、
｜
｜
組
の
カ
ツ
オ
船
組
と
小
舟
組
と
呼
ば
れ
る
延
縄
船
組
が
あ

（
１
）
 

（
２
）
 

り
、
カ
ツ
オ
の
漁
期
に
は
小
舟
組
の
漁
夫
も
こ
れ
に
乗
組
ん
だ
。
ま
た
隣
村
の
日
和
佐
村
に
は
八
組
の
カ
ツ
オ
組
が
あ
っ
た
。
冬
期

の
延
縄
漁
業
は
、
明
治
一
一
一
三
年
神
戸
を
基
地
に
し
た
長
崎
リ
ン
ガ
ー
商
会
を
始
め
と
す
る
ト
ロ
ー
ル
船
が
、
紀
伊
水
道
で
操
業
を
開
始
し

（
３
）
 

て
底
魚
を
濫
獲
す
る
に
お
よ
ん
で
す
っ
か
り
壊
滅
し
た
。
そ
し
て
打
開
策
と
し
て
北
九
州
出
漁
が
始
め
ら
れ
た
。

（
４
）
 

出
漁
の
口
火
を
切
っ
た
の
は
、
明
治
三
五
年
、
平
戸
大
鳥
沖
へ
出
漁
し
た
杓
谷
初
太
郎
・
川
西
久
次
・
土
内
重
吉
。
奥
田
住
太
郎
等

で
、
延
縄
で
タ
イ
や
チ
ダ
イ
を
大
量
に
釣
っ
た
。
そ
し
て
次
の
年
に
は
松
本
源
吉
・
近
藤
嘉
代
蔵
・
松
本
宇
吉
。
藤
岡
又
吉
も
出
漁
組
に

（
５
）
 

加
わ
っ
た
。
明
治
三
七
年
に
は
、
川
西
久
義
太
郎
等
に
よ
っ
て
五
島
列
島
宇
久
島
の
西
方
約
一
一
一
○
粁
の
沖
に
レ
ン
コ
ダ
イ
の
漁
場
が
発
見

（
６
）
 

さ
れ
た
。
か
く
し
て
東
由
枝
の
延
縄
船
は
続
々
と
五
島
列
島
を
目
指
し
、
明
治
四
○
年
に
は
三
○
隻
の
出
漁
船
と
一
五
○
人
の
漁
夫
を
数

え
、
藤
岡
醗
太
郎
・
町
中
兵
吉
・
土
内
利
衛
門
・
浜
脇
盛
太
郎
・
別
宮
又
吉
・
辻
喜
左
衛
門
・
町
中
仁
平
。
大
西
住
太
。
滝
栄
太
郎
。
栗

（
７
）
 

田
英
太
・
森
下
源
吉
・
船
越
栄
太
郎
・
池
渕
善
七
・
向
井
大
吉
・
崎
島
巳
之
吉
等
が
さ
ら
に
加
わ
っ
た
。
当
時
の
延
縄
船
は
、
肩
幅
五

’
六
尺
、
一
一
’
一
一
一
挺
櫓
建
て
の
手
漕
ぎ
船
で
、
一
枚
の
帆
を
立
て
、
乗
組
員
五
人
と
い
う
規
模
で
あ
っ
た
。
明
治
四
二
年
、
谷
沢
甚
作
に

よ
っ
て
母
船
式
延
縄
漁
業
が
開
発
さ
れ
て
か
ら
は
、
肩
幅
一
○
’
二
尺
、
伝
馬
六
隻
積
み
、
乗
組
員
二
○
人
前
後
と
な
り
や
帆
船
の
場

合
は
六
’
九
挺
櫓
建
て
、
動
力
船
の
場
合
は
三
○
馬
力
・
着
火
装
置
の
有
水
発
動
機
を
備
え
て
い
た
。
そ
し
て
母
船
式
延
縄
船
の
出
漁
船

一
方
カ
シ
オ
漁
船
を
動
力
化
・
改
造
し
て
、
延
縄
を
操
業
す
る
も
の
が
あ
っ
た
。
明
治
四
一
年
、
日
和
佐
村
の
富
永
儀
太
郎
が
こ
う
し
て

五
島
列
島
宇
久
島
へ
出
漁
し
た
の
を
最
初
に
、
豊
崎
亀
太
郎
（
本
家
）
・
鈴
木
漬
五
郎
・
浜
喜
平
。
豊
崎
虎
吉
、
三
枝
田
村
東
由
岐
の
多

ニ
阿
波
延
繩
船
の
九
州
五
島
近
海
出
漁
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3０ 
（
９
）
 

田
幸
次
郎
・
森
下
市
蔵
・
別
宮
五
三
郎
・
橋
本
繁
正
・
森
口
芳
蔵
、
西
由
岐
の
川
西
亀
吉
等
が
続
い
た
。
そ
の
饗
用
は
二
、
○
○
○
円
程

を
要
し
、
親
戚
イ
ッ
ト
ウ
で
一
株
五
○
円
の
出
資
を
募
り
、
乗
組
員
も
親
戚
を
主
体
に
構
成
さ
れ
て
い
た
。
例
え
ば
日
和
佐
村
の
大
黒
丸

は
、
「
蛇
ノ
目
十
吉
・
四
宮
豊
吉
・
椎
木
源
太
郎
の
三
人
が
共
同
出
資
で
造
っ
た
。
蛇
ノ
目
十
吉
の
父
松
太
郎
は
、
マ
ル
キ
大
黒
丸
家

（
日
和
佐
の
古
い
カ
ツ
オ
船
主
八
家
の
一
つ
ｌ
筆
者
注
）
の
次
男
で
、
四
宮
豊
吉
の
母
リ
ン
の
叔
父
に
あ
た
り
、
ま
た
椎
木
源
太
郎
の
妻
キ

ク
ノ
の
叔
父
に
も
あ
た
る
。
出
資
は
源
太
郎
が
四
分
、
十
吉
と
豊
吉
が
各
三
分
を
持
っ
た
。
カ
ツ
オ
釣
り
と
延
縄
を
営
め
る
よ
う
に
し
、

（
、
）

と
り
外
し
の
き
く
ブ
リ
ッ
ジ
と
伝
馬
三
笠
を
作
っ
て
加
え
た
」
も
の
で
あ
っ
た
。

出
漁
基
地
は
、
明
治
三
五
年
頃
に
は
平
戸
大
鳥
の
的
山
で
あ
っ
た
が
、
明
治
四
一
年
頃
よ
り
漁
場
の
南
下
に
つ
れ
て
す
た
れ
、
か
わ
っ

て
五
島
列
島
宇
久
島
の
神
ノ
浦
、
同
じ
く
小
値
賀
島
の
小
値
賀
に
な
り
、
大
正
元
年
頃
に
は
同
福
江
島
の
玉
ノ
浦
が
に
ぎ
わ
い
を
み
せ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
玉
ノ
浦
へ
初
め
て
基
地
を
移
し
た
の
は
、
明
治
四
三
年
の
藤
岡
初
太
郎
だ
が
、
そ
の
頃
の
主
漁
場
は
ま
だ
宇
久
島
と
福

江
島
の
間
の
西
方
一
○
○
粁
の
あ
た
り
で
あ
っ
た
。
当
時
は
餌
に
キ
ピ
ナ
ゴ
を
用
い
、
玉
ノ
浦
は
餌
を
得
る
に
便
利
で
あ
っ
た
。
大
正
初

年
か
ら
は
主
漁
場
が
福
江
島
大
瀬
崎
の
西
南
方
一
五
○
粁
の
あ
た
り
に
移
っ
た
。
当
時
の
阿
波
の
出
漁
船
は
、
ま
ず
日
和
佐
村
の
薬
玉
寺

に
大
漁
と
航
海
の
安
全
を
祈
願
す
る
と
、
九
月
下
旬
に
そ
れ
ぞ
れ
の
母
村
を
出
発
し
、
瀬
戸
内
海
に
入
っ
て
多
度
津
に
着
け
、
金
比
羅
宮

で
同
じ
く
大
漁
と
航
海
安
全
の
識
符
を
受
け
て
か
ら
玉
ノ
浦
に
む
か
っ
た
。
そ
し
て
一
○
月
か
ら
翌
年
四
月
ま
で
玉
ノ
浦
を
韮
地
に
し
て

操
業
し
、
帰
途
は
往
路
の
際
の
願
ほ
ど
き
を
し
な
が
ら
五
月
に
帰
港
す
る
の
が
一
般
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
五
月
か
ら
九
月
ま
で
は
阿
波
の

沖
で
小
漁
を
営
ん
だ
り
カ
シ
オ
漁
に
従
事
す
る
場
合
も
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
慣
習
で
あ
っ
た
母
村
の
漁
業
に
一
切
見
き
り
を
つ
け
て
、

（
ｕ
）
 

最
初
に
玉
ノ
浦
に
基
地
を
移
し
九
州
の
延
縄
漁
業
に
集
中
し
た
の
は
高
田
万
吉
で
、
大
正
九
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

（
１
）
岩
川
孝
明
「
高
田
万
吉
伝
』
同
刊
行
会
一
九
五
九
年
二
二
二
頁
。
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3１ 

五
島
列
島
玉
ノ
浦
を
基
地
と
し
東
シ
ナ
海
で
操
業
す
る
母
船
式
延
縄
漁
業
は
、
大
正
五
年
か
ら
大
正
一
○
年
に
か
け
て
最
盛
期
を
む
か

え
た
。
母
船
は
標
準
型
で
五
○
’
七
○
ト
ン
、
機
関
は
七
○
’
八
○
馬
力
、
積
載
伝
馬
船
一
○
隻
、
乗
組
員
四
○
人
、
ま
た
大
型
船
に
な

る
と
母
船
は
一
○
○
ト
ン
、
機
関
も
一
一
一
○
馬
力
内
外
、
伝
馬
一
一
一
’
’
’
一
一
隻
を
積
み
、
乗
組
員
は
五
○
人
で
あ
っ
た
・
漁
場
も
遠
隔
化

し
て
朝
鮮
半
島
沖
合
、
東
シ
ナ
海
か
ら
台
湾
北
方
海
域
に
ま
で
広
が
っ
た
。
大
正
八
年
に
は
玉
ノ
浦
を
基
地
と
す
る
阿
波
出
漁
船
は
約

（
１
）
 

八
○
隻
を
数
え
た
。

三
機
船
底
引
網
漁
業
の
成
立
と
問
屋
資
本

（
８
）
岩
田
孝
明
『
椎
木
豊
吉
伝
」
同
刊
行
会

（
９
）
前
掲
（
１
）
七
四
頁
。
前
掲
（
２
）

（
、
）
前
掲
（
８
）
一
一
一
一
七
頁
。

（
ｕ
）
前
掲
（
１
）
二
一
一
一
二
－
二
三
一
一
一
頁
。

（
５
）
前
掲
（
１
）
六
一
頁
。

（
６
）
前
掲
（
１
）
六
一
頁
。

（
７
）
前
掲
（
１
）
六
九
頁
。

（
２
）
岩
田
孝
明
『
豊
崎
亀
太
郎
伝
』
同
刊
行
会
一
九
六
○
年
一
一
○
七
頁
。

（
３
）
前
掲
（
１
）
四
一
一
Ｔ
四
四
頁
。

（
４
）
前
掲
（
１
）
六
一
頁
。
前
掲
（
２
）
二
○
四
頁
。

一
九
六
一
一
年
一
八
九
’
一
九
一
頁
。

一
二
一
頁
。
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3２ 
さ
て
、
こ
の
場
合
の
造
船
・
操
業
資
金
で
あ
る
が
、
そ
の
調
達
法
は
長
崎
の
問
屋
か
ら
融
資
を
仰
い
で
い
た
の
で
あ
る
。
問
屋
の
融
資

活
動
は
、
和
船
式
延
縄
船
が
基
地
を
玉
ノ
浦
に
お
い
て
操
業
し
、
漁
獲
物
を
長
崎
に
水
場
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
開
始
さ
れ
た
。
当
時

長
崎
に
は
、
山
田
屋
・
森
田
屋
・
福
池
屋
・
宮
永
・
小
川
屋
・
網
場
屋
・
紙
屋
・
寿
志
屋
・
山
源
。
久
米
。
末
富
の
問
屋
が
あ
り
、
融
資

を
通
じ
て
水
場
を
支
配
し
た
・
問
屋
か
ら
造
船
資
金
の
融
資
を
受
け
た
出
漁
者
は
、
氷
。
餌
・
食
糧
等
仕
込
の
一
切
も
問
屋
か
ら
受
け
、

そ
の
代
金
は
問
屋
を
通
じ
て
水
場
し
た
売
上
金
か
ら
直
接
差
引
か
れ
、
「
船
主
は
（
仕
込
関
係
の
）
商
店
か
ら
問
屋
へ
渡
さ
れ
る
リ
ベ
ー

ト
も
、
問
屋
の
事
務
員
が
く
す
ね
る
水
増
し
（
経
費
）
も
、
商
店
自
体
が
ふ
っ
か
け
る
法
外
な
値
段
も
一
緒
く
た
に
し
た
高
い
仕
込
代
金

（
２
）
 

を
両
肩
に
担
わ
」
さ
れ
て
い
た
。
問
屋
は
一
割
の
口
銭
を
と
っ
て
そ
れ
を
仲
買
人
に
売
る
の
だ
が
、
も
と
も
と
問
屋
と
仲
買
人
と
は
緒
死

し
て
い
て
仲
買
人
へ
の
販
売
価
格
は
両
者
の
な
れ
合
い
で
あ
っ
た
。
当
時
は
、
「
量
目
を
み
る
秤
り
自
体
に
細
工
を
し
た
り
、
計
り
方
に
手

加
減
を
し
た
り
、
さ
ら
に
は
船
臓
か
ら
上
げ
ら
れ
た
魚
の
寵
が
問
屋
の
若
い
衆
に
ピ
ソ
ハ
ネ
さ
れ
、
そ
れ
は
船
主
の
目
の
前
で
も
堂
々
と

為
さ
れ
た
。
（
中
略
）
船
主
が
自
分
の
船
の
も
う
け
を
は
じ
め
て
知
る
の
は
、
問
屋
の
手
で
思
う
ま
ま
に
作
成
さ
れ
た
仕
切
書
が
問
屋
に

お
ぜ
ん
立
て
さ
れ
た
料
理
屋
で
問
屋
の
主
人
か
ら
渡
さ
れ
る
時
だ
っ
た
。
そ
れ
は
漁
獲
か
ら
一
切
の
経
費
を
差
引
か
れ
た
天
下
り
式
の
計

（
３
）
 

算
書
で
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
も
う
船
主
は
ど
の
よ
う
な
口
も
は
さ
む
余
地
は
な
い
の
で
あ
っ
た
」
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
に
仕
組

（
４
）
 

ま
れ
た
仕
込
品
価
格
は
、
「
普
通
市
価
ヨ
リ
ニ
、
三
割
高
キ
モ
ノ
」
に
な
る
の
は
当
然
で
あ
っ
た
。
ま
た
長
谷
川
安
次
郎
が
「
（
問
屋
の
）

船
頭
に
対
す
る
支
払
い
は
、
問
屋
仲
買
間
の
実
際
の
仕
切
金
額
に
比
し
て
多
少
の
相
違
を
生
ず
る
こ
と
は
免
れ
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
こ

の
相
違
の
金
額
を
下
駄
と
い
い
ま
し
て
問
屋
は
自
己
の
利
益
の
よ
う
に
船
頭
に
仕
切
る
、
即
ち
魚
を
比
較
的
安
価
に
見
積
り
ま
す
る
関
係

上
、
こ
の
下
駄
は
問
屋
に
よ
っ
て
は
か
れ
る
事
が
ほ
と
ん
ど
通
常
の
事
に
属
し
、
こ
の
仕
切
り
に
よ
っ
て
問
屋
が
損
を
す
る
と
い
う
よ
う

（
５
）
 

な
事
は
滅
多
に
無
い
（
の
で
あ
り
ま
す
。
上
と
指
摘
し
て
い
る
点
も
注
目
さ
れ
る
。

さ
ら
に
長
谷
川
は
「
船
頭
以
下
の
収
入
は
、
豊
漁
の
時
は
相
当
に
ま
わ
る
が
不
漁
の
時
は
話
に
な
ら
ぬ
程
悲
惨
な
も
の
で
あ
り
ま
し
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3３ 
て
、
あ
る
問
屋
の
統
計
に
よ
れ
ば
最
近
で
船
頭
一
一
一
、
○
○
○
円
位
、
船
長
で
月
五
○
円
乃
至
六
○
円
、
船
員
に
な
る
と
月
一
八
円
乃
至

一
一
○
円
で
あ
っ
て
、
な
か
な
か
こ
れ
だ
け
で
は
生
活
が
で
き
ぬ
位
で
、
船
頭
は
右
の
収
入
中
か
ら
部
下
の
船
員
に
相
当
生
活
の
道
も
講
じ

て
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
立
場
に
あ
る
も
の
で
す
か
ら
、
部
下
の
者
に
対
す
る
右
の
分
配
を
し
ま
し
て
な
お
い
ろ
い
ろ
と
世
話
を
み
る
。

し
た
が
っ
て
一
一
一
、
○
○
○
円
と
い
っ
て
も
実
際
手
許
に
は
僅
か
の
収
入
に
な
っ
て
仕
舞
う
の
で
、
時
に
問
屋
に
金
銭
の
融
通
を
受
け
る
こ

と
が
あ
る
よ
う
な
状
態
で
、
こ
ん
な
実
情
を
よ
く
承
知
し
て
い
れ
ば
前
貸
が
回
収
で
き
な
く
と
も
、
人
情
か
ら
問
屋
で
こ
れ
を
強
制
回
収

も
で
き
な
い
。
つ
ま
り
は
貸
倒
れ
と
し
て
処
分
す
る
場
合
も
少
く
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
い
わ
ん
や
配
当
に
も
あ
り
つ
け
な
い
程
に
不
況

（
６
）
 

の
時
は
、
船
頭
自
身
に
お
い
て
す
で
に
金
が
無
い
、
し
た
が
っ
て
全
員
（
問
屋
の
）
融
通
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
り
ま
す
」

と
述
べ
、
生
活
費
の
前
貸
し
と
い
う
面
か
ら
問
屋
が
労
働
力
の
確
保
に
い
か
に
気
を
ま
わ
し
て
い
た
か
が
う
か
が
え
る
・

漁
船
の
大
型
化
と
動
力
化
（
母
船
式
延
縄
漁
船
）
噂
取
扱
水
揚
量
の
増
加
に
よ
っ
て
口
銭
増
収
を
目
指
す
問
屋
に
よ
り
、
船
主
へ
の

融
資
活
動
を
と
お
し
て
進
め
ら
れ
、
船
主
側
も
ま
た
高
騰
し
た
造
船
費
を
負
い
き
れ
ず
、
初
め
か
ら
問
屋
の
資
金
を
あ
て
に
す
る
よ
う
に

（
７
）
 

な
っ
た
。
こ
の
間
の
事
情
を
報
告
書
は
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。

長
崎
市
ノ
一
流
魚
問
屋
ト
船
頭
ト
ノ
関
係
ヲ
見
ル
ー
、
技
偏
優
秀
ニ
シ
テ
相
当
信
頼
シ
得
ル
船
頭
ヲ
見
込
ミ
、
漁
業
一
一
要
ス
ル
一

切
ノ
漁
船
漁
具
ヲ
整
へ
無
料
貸
付
ヲ
ナ
シ
、
且
ヅ
出
漁
毎
二
燃
料
、
餌
料
、
糧
食
等
一
切
ノ
仕
込
ヲ
ナ
シ
与
へ
漁
携
一
一
従
事
セ
ジ
ム
・

舟
子
ハ
総
テ
船
頭
自
身
傭
入
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
其
経
済
ニ
ー
プ
漁
業
ヲ
ナ
シ
、
漁
獲
物
ハ
必
ズ
債
権
者
ダ
ル
魚
問
屋
二
水
場
ス
ル
モ
ノ

ニ
シ
テ
、
問
屋
ハ
常
一
一
所
属
漁
船
ヲ
監
督
表
ニ
ョ
リ
其
入
港
出
港
ニ
ハ
注
意
ヲ
怠
ラ
ズ
、
沖
売
其
他
ノ
弊
ヲ
防
止
シ
漁
船
、
漁
具
ノ

賃
貸
料
ト
シ
テ
水
揚
グ
高
ノ
一
割
乃
至
一
割
五
分
ヲ
徴
シ
利
子
一
一
充
当
シ
ヲ
レ
リ
。
カ
ク
テ
航
海
毎
一
一
仕
込
其
他
ノ
清
算
ヲ
ナ
シ
船

頭
利
益
ア
ル
場
合
ハ
内
入
金
ト
シ
テ
其
利
益
納
入
セ
シ
メ
、
皆
済
ノ
場
合
一
一
船
舶
名
義
ヲ
船
頭
名
義
一
一
書
替
フ
ル
ナ
リ
・
船
頭
及
舟

子
ノ
利
益
分
配
ハ
、
漁
獲
物
売
却
金
ヨ
リ
経
費
ヲ
差
引
キ
得
ダ
ル
利
益
ヲ
船
頭
六
、
舟
子
四
ノ
割
合
二
分
配
シ
、
船
頭
ハ
更
一
一
漁
船
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3４ 
修
繕
費
ヲ
モ
負
担
シ
、
剰
余
金
ア
ル
場
合
二
之
ヲ
問
屋
二
前
記
ノ
如
ク
内
入
金
ト
シ
ー
プ
納
入
ス
ル
モ
ノ
ニ
ジ
テ
、
名
義
書
替
ヲ
ナ
ス

ニ
ハ
通
常
数
ケ
年
ヲ
要
ス
ト
云
フ
。
尚
ホ
問
屋
業
者
ガ
毎
航
海
漁
獲
物
ノ
一
割
ヲ
口
銭
ト
ジ
テ
徴
ス
ル
ハ
甚
ダ
有
利
ナ
ル
ガ
如
キ

モ
、
船
頭
〈
無
資
産
者
ニ
シ
テ
破
損
、
沈
没
、
回
収
不
能
等
ノ
危
険
ア
ル
ヲ
以
一
プ
此
程
度
ノ
ロ
銭
ヲ
得
ル
ー
非
ラ
ザ
レ
バ
問
屋
業
者

モ
立
行
カ
ズ
ト
称
ジ
ヲ
レ
リ
・
而
ジ
ー
プ
漁
船
二
対
ス
ル
保
険
料
ハ
普
通
六
分
見
当
ノ
高
率
ナ
ル
ガ
故
二
問
屋
業
者
ハ
漁
船
数
ノ
増
加

ヲ
計
り
以
一
プ
自
家
保
険
ヲ
為
ジ
ヲ
レ
ル
現
状
ナ
リ
。

し
か
し
実
際
に
は
、
問
屋
は
船
頭
に
毎
航
海
総
水
揚
高
の
五
分
な
い
し
一
割
を
船
価
償
却
費
と
し
て
払
い
込
ま
せ
、
償
却
額
が
三
分
の

（
８
）
 

二
に
達
し
た
と
き
に
漁
船
の
名
儀
を
書
き
か
え
る
場
合
も
あ
っ
た
。
い
ず
れ
に
し
て
も
こ
れ
ら
は
「
明
確
ナ
ル
法
律
上
ノ
契
約
ニ
ョ
リ
貸

（
９
）
 

船
ス
ル
モ
ノ
ニ
非
ス
伝
統
卜
情
誼
ニ
ョ
リ
テ
殆
卜
専
断
的
二
問
屋
ノ
左
右
ス
ル
所
」
な
の
で
あ
っ
た
。
当
時
、
阿
波
の
船
頭
は
融
資
の
対

象
に
選
ば
れ
る
こ
と
を
「
船
を
も
ら
う
」
、
償
却
を
す
ま
せ
た
こ
と
を
「
船
を
浮
か
す
」
と
い
っ
た
。
融
資
を
受
け
た
船
頭
は
経
費
を
切

り
つ
め
漁
船
を
大
切
に
し
た
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
船
頭
か
ら
出
発
し
て
「
船
を
浮
か
し
た
」
船
主
に
、
高
田
万
吉
・
徳
島
岩
吉
。
浜
崎

（
、
）

浅
次
郎
・
浜
脇
源
蔵
・
椎
木
豊
吉
・
豊
崎
亀
太
郎
・
豊
崎
佳
一
・
川
西
金
蔵
・
森
下
源
吉
等
が
あ
る
。

で
は
問
屋
・
船
頭
の
関
係
を
林
兼
を
中
心
に
し
て
み
て
み
よ
う
。
す
で
に
朝
鮮
で
の
直
営
と
買
魚
に
よ
っ
て
蓄
積
を
と
げ
た
林
兼
の
東

シ
ナ
海
延
縄
・
機
船
底
引
網
漁
業
へ
の
進
出
は
、
運
搬
船
に
よ
る
五
島
列
島
玉
ノ
浦
へ
の
出
買
に
始
ま
っ
た
。
し
か
し
基
地
が
玉
ノ
浦
か

ら
長
崎
へ
移
る
と
、
長
崎
魚
市
場
の
問
屋
株
を
も
っ
て
い
な
か
っ
た
林
兼
は
、
ま
ず
森
田
屋
の
名
義
を
借
り
、
つ
い
で
休
業
状
態
の
山

（
、
）

源
の
問
屋
株
を
入
手
し
、
阿
波
出
漁
者
を
中
心
に
買
付
を
続
け
た
。
大
正
一
○
年
林
兼
は
長
崎
市
五
島
町
に
長
崎
支
店
を
開
き
、
支
店
長

に
中
部
悦
良
が
就
任
す
る
や
積
極
的
に
阿
波
出
漁
者
に
対
し
て
全
漁
獲
物
の
買
付
を
条
件
に
造
船
・
仕
込
み
資
金
の
融
資
を
始
め
た
。

高
田
万
吉
は
、
東
由
岐
の
カ
ツ
オ
船
三
社
丸
の
船
主
多
田
幸
次
郎
の
四
男
に
生
れ
、
一
一
一
社
丸
の
乗
子
高
田
利
八
の
養
子
と
な
っ
た
。
大
正

五
年
、
一
一
一
社
丸
を
お
り
て
船
大
工
谷
本
貞
吉
の
と
こ
ろ
で
釣
払
い
制
で
延
縄
船
万
生
丸
を
造
っ
た
。
大
正
一
一
年
建
造
の
一
一
艘
引
底
引
船
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3５ 
（
⑫
）
 

第
五
。
第
八
万
生
丸
か
ら
林
兼
の
融
資
を
受
け
、
大
正
一
五
年
に
独
立
し
て
万
生
丸
合
資
会
社
を
作
り
、
の
ち
に
は
阿
波
出
漁
民
で
た
だ
一

人
、
問
屋
業
務
（
山
源
の
名
義
を
借
り
た
）
を
営
む
に
い
た
っ
た
。
徳
島
岩
吉
は
日
和
佐
で
熊
吉
の
次
男
に
生
れ
、
カ
ツ
オ
兼
延
縄
船
富
永

蛭
子
丸
の
乗
子
か
ら
出
発
し
て
機
関
長
ま
で
進
み
、
大
正
一
一
年
高
田
万
古
の
新
造
底
引
船
第
五
万
生
丸
の
船
長
に
転
じ
た
。
大
正
一
一
一
一

年
林
兼
か
ら
「
無
担
保
無
利
子
で
四
万
円
を
借
り
」
、
日
和
佐
の
谷
本
要
次
郎
造
船
所
で
底
引
船
第
一
・
第
一
一
徳
島
蛭
子
丸
を
造
り
、
「

（
過
）

稼
動
以
来
満
三
年
で
林
兼
商
店
よ
り
の
借
入
金
を
完
済
し
て
独
立
」
し
た
。
豊
崎
亀
太
郎
は
、
日
和
佐
の
カ
ツ
オ
船
源
次
郎
丸
船
主
豊
崎

本
家
の
分
家
、
豊
崎
初
太
郎
の
長
男
に
生
れ
た
。
亀
太
郎
は
本
家
の
延
縄
船
豊
崎
姪
子
丸
の
船
頭
、
岡
崎
石
太
郎
の
岡
崎
蛭
子
丸
の
船
頭

を
経
て
、
大
正
一
一
年
に
母
船
式
延
縄
船
第
一
亀
吉
丸
を
造
り
、
そ
の
費
用
「
’
万
一
一
、
○
○
○
円
の
大
半
は
林
兼
が
も
ち
仕
込
も
林
兼

（
ｕ
）
 

が
引
受
け
た
」
。
こ
の
よ
う
な
問
屋
の
積
極
的
な
貸
付
活
動
は
、
問
屋
資
本
の
蓄
積
を
実
現
さ
せ
る
と
と
も
に
、
船
頭
層
の
一
部
に
も
蓄

積
を
可
能
に
し
た
の
で
あ
っ
た
（
第
一
表
参
照
）
。

（
嘔
）

さ
て
、
延
縄
漁
業
は
大
正
末
期
よ
り
機
船
底
引
網
漁
業
へ
と
主
流
の
座
を
譲
っ
て
い
く
。
こ
の
間
の
事
情
を
記
録
は
次
の
よ
う
に
述
べ

さ
て
、

て
い
る
。

大
正
八
年
ノ
秋
、
（
長
崎
）
県
下
平
戸
。
寺
島
。
網
上
等
各
地
へ
島
根
県
ヨ
リ
発
動
機
漁
船
四
五
隻
ヅ
ヅ
来
リ
、
同
地
ヲ
根
拠
ト
シ

ー
プ
盛
二
操
業
ス
ル
者
ア
リ
。
其
漁
法
ダ
ル
十
乃
至
一
一
十
五
ト
ン
ノ
船
一
隻
ヲ
以
テ
、
手
繰
網
ヲ
掛
ケ
廻
シ
、
少
時
運
航
ヲ
続
ケ
タ
ル

後
、
先
ヅ
手
許
二
曳
網
ヲ
縛
り
テ
後
網
部
ヲ
引
揚
グ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
（
中
略
）
之
ヲ
従
来
ノ
帆
櫓
ノ
操
船
二
依
ル
モ
ノ
ー
ー
比
ス
レ

バ
、
作
業
簡
易
ニ
シ
ー
プ
能
率
多
ク
業
績
亦
ス
コ
プ
ル
勝
し
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
キ
。
此
時
一
一
当
り
県
下
ノ
母
船
式
達
子
延
縄
漁
業
ハ
、
明

治
末
年
以
来
相
当
ナ
ル
船
数
二
発
達
シ
、
専
ラ
支
那
東
海
二
出
漁
シ
其
ノ
獲
ル
処
決
シ
ー
プ
勘
少
一
一
ア
ラ
ザ
リ
シ
モ
、
此
漁
業
ハ
多
数

ナ
ル
乗
組
員
ヲ
要
ス
ル
為
メ
、
シ
・
ハ
シ
バ
之
ガ
争
奪
ヲ
因
ト
ス
ル
紛
擾
ヲ
酸
シ
、
（
中
略
）
恰
モ
機
船
手
繰
網
漁
業
ナ
ル
モ
ノ
出
現

シ
来
リ
、
業
績
一
一
比
シ
其
操
業
二
人
ヲ
要
ス
ル
コ
ト
少
ク
作
業
ノ
簡
易
ナ
ル
ヲ
見
ル
ャ
到
ル
処
喜
ソ
デ
之
一
一
転
ズ
ル
モ
ノ
続
出
シ
、
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3６ 

第１表長崎港を基地とする機船底引網船と延繩船

]9３１１９４１‐且

延縄6９胃『も

出所１）：農林省水産厨｢励力付漁船船名録｣１９３３年
２）：笠井商三郎｢支那海漁業誌｣１９４１年
３〉：長崎県水産会｢長崎県水虚誌｣１９３６年(この頃のみ1936年の数値）
の，５）：筆者調査による

船主名 船主出身地等4） 関係問屋5）

所属船数

１９３１年1１ １９４１年2）

機船底引 廷I週給 機船底引 廷極踏

中部悦良(林兼）

山田吉太郎(山田屋）
森田友吉(森田屋）
宮永夘三郎(宮永）

高

川

森

上 田西下戸
万吉(万生丸）

金蔵

源吉

佐一

佐賀英三郎

岡田茂三郎

理崎屯太郎

吉田勝次郎

佐賀轍太郎

貝屋吉次郎

松尾市五郎

柴田多四郎

小西繁吉

藤中新七

芦原章

井筒聾平

井筒幸吉

後顧繁弥

椎木旦吉

鈴江秀松

多田オ次郎

多田常太郎

乗本伯一

多田澗吉

多田良一

理崎佳一

灘浜一

中野梅吉

浜脇源蔵

浜脇長大

浜崎洩次郎

藤中拾七

jII田茂吉

問屋

問屋

問屋

問屋

徳島県三岐田村

徳島県三岐田村

徳島県三岐田村

長野県長崎市

徳島県三岐田村

徳島県三岐田村

徳島県日和佐村

長崎県脇岬村

徳島県三肢田村

長崎県小ｲ血賀村

長崎県小値賀村

長崎県小値賀村

長崎県小値賀村

徳島県日和佐村

徳島県三岐田村

徳島県日和佐村

徳囲県日和佐村

徳島県日和佐村

徳島県日和佐村

徳島県日和佐村

徳島県日和佐村

徳島県日和佐村

大阪府大阪市

徳島県日和佐村

徳島県日和佐村

徳島県日和佐村

兵皿県淡路

徳島県日和佐村

徳島県三岐田村

徳島県三岐田村

徳島県日和佐村

徳島県日和佐村

徳島県三岐田村

山田屋､林兼､万生九

林兼

林兼
山田屋

森田歴

森田屋

林兼

森田星､宮永

森田星

山田屋

山田屋

山田屋

山田屋

山田屋

万生九

万生ﾌﾟＬ

万生九

山田屋

森田屋哩林兼

林兼

林兼

林兼､万生九

林兼

林兼

林薙

林兼

森田座､万生丸

林兼

林兼､万生九

山田屋､万生九

林兼､万生丸

山田屋

林兼

２７４４８ ５１１２ 

４８５２２２２２２２６３ 
１２１ 

３３３１６１ 
１１ 

１１－１ ３３３３ ０１８４加
８２ 

８２２２２４２１１２１２６４２２２８３１ 
２２２４２２ 

１１１ ３３３ 

１ 

２ 

１ 

２１ 

３３１ 
２ 
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3７ 

機
船
底
引
網
漁
業
の
発
達
は
、
｜
方
で
は
沿
岸
底
魚
資
源
を
急
速
に
洞
掲
さ
せ
て
沿
岸
漁
業
者
と
の
間
に
紛
争
を
お
こ
し
た
た
め
、
政

府
は
大
正
一
○
年
機
船
底
引
網
漁
業
取
締
規
則
に
よ
っ
て
操
業
区
域
を
東
経
一
一
一
一
○
度
以
西
に
限
定
す
る
こ
と
と
な
り
、
以
西
底
引
網
漁

業
の
名
称
が
生
れ
、
基
地
を
玉
ノ
浦
か
ら
長
崎
へ
移
す
船
が
急
増
し
た
。
そ
し
て
長
崎
の
問
屋
と
阿
波
の
出
漁
者
（
多
く
が
定
着
し
つ
つ

あ
っ
た
が
）
に
も
、
こ
れ
ま
で
と
異
な
っ
た
新
し
い
関
係
が
生
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
昭
和
一
○
年
頃
の
事
情
は
次
の
よ
う
に
伝
え
ら
れ

、
。
』
夕

あ
っ
た
が
）

（
焔
）

て
い
る
。

人
二
分
、
膣

テ
給
与
ス
。

現
在
ニ
ァ
リ
ー
プ
ハ
船
頭
二
起
業
費
ヲ
貸
与
ス
ル
等
ノ
コ
ト
ハ
絶
無
ニ
シ
テ
彼
モ
亦
一
雇
員
ダ
ル
一
一
過
ギ
ザ
ル
ニ
至
レ
ル
モ
、
尚
旧
来

ノ
歩
分
別
制
ヲ
踏
襲
シ
、
従
ツ
ー
プ
漁
業
上
一
切
ノ
権
限
ヲ
之
一
一
委
ス
ル
ノ
風
ヲ
存
ス
。
（
利
益
分
配
法
ハ
）
先
ヅ
漁
獲
物
売
揚
金
中

一
割
ノ
販
売
手
数
料
ヲ
引
キ
タ
ル
残
額
ヨ
リ
、
更
二
直
接
経
費
ダ
ル
漁
業
費
ヲ
控
除
Ｚ
其
残
額
ヲ
業
主
六
分
、
乗
組
員
四
分
ノ
割

合
二
分
配
ス
。
乗
組
員
ノ
受
ク
ル
四
分
金
ノ
分
配
法
ハ
、
各
乗
組
員
ノ
職
分
ニ
ョ
リ
其
率
ヲ
｜
人
乃
至
一
一
一
人
当
り
卜
定
〆
、
竃
組
一
一

隻
全
乗
組
員
約
二
十
名
ノ
総
当
Ⅱ
人
数
ヲ
以
テ
按
分
ス
ル
ノ
制
ニ
シ
ー
プ
、
普
通
主
船
頭
一
人
乗
組
ノ
場
合
一
一
一
人
分
ト
船
主
ヨ
リ
其
収

得
ノ
八
分
又
ハ
ー
ー
一
人
分
ヲ
、
副
船
頭
ト
｜
｜
人
乗
組
ノ
場
合
ハ
各
一
人
半
ノ
外
主
船
頭
二
対
シ
船
主
ヨ
リ
其
収
益
ノ
八
分
ヲ
与
フ
・
船

主
一
一
シ
テ
船
頭
ヲ
兼
ヌ
ル
モ
ノ
ァ
ル
モ
右
船
頭
ノ
収
得
ア
ル
ノ
ミ
ニ
シ
テ
特
別
待
遇
ヲ
受
ク
ル
モ
ノ
少
シ
・
唯
時
二
船
長
免
状
料
ト

シ
テ
半
人
分
位
ヲ
与
ブ
ル
コ
ト
ア
リ
。
機
関
士
ハ
ー
人
半
又
〈
月
給
制
ナ
ル
ア
リ
。
其
他
漁
夫
・
油
差
・
水
夫
長
等
ハ
｜
人
乃
至
一

人
一
一
分
、
賄
夫
〈
｜
人
分
ヲ
得
、
若
シ
不
漁
又
〈
故
障
ノ
為
分
配
ナ
キ
場
合
ニ
ハ
漁
業
主
二
於
一
プ
其
資
格
二
応
ジ
貸
金
ノ
名
義
ヲ
以

欧
州
大
戦
ノ
為
一
時
終
焔
状
態
二
帰
シ
タ
ル
彼
ノ
ト
ロ
ー
ル
漁
業
ノ
陣
容
未
ダ
全
ク
整
ハ
ザ
ル
間
一
一
乗
ジ
転
業
者
頻
二
出
一
プ
、
更

二
大
正
九
・
十
年
二
於
一
プ
ハ
進
ソ
デ
一
一
隻
ヲ
以
テ
｜
網
ヲ
曳
航
シ
テ
操
業
シ
、
実
質
二
於
一
プ
ト
ロ
ー
ル
漁
業
卜
軒
軽
ナ
キ
程
度
ノ
モ

ノ
ト
化
シ
去
り
。
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3８ 

こ
の
よ
う
に
昭
和
期
に
入
る
と
、
い
わ
ゆ
る
契
約
船
方
式
が
支
配
的
に
な
っ
た
。
船
主
は
船
頭
を
自
己
の
雇
人
と
み
な
す
が
乗
組
員
の

雇
入
を
含
め
た
一
切
の
経
営
は
船
頭
に
委
任
し
、
利
益
は
一
定
比
率
に
従
っ
て
船
主
と
船
頭
を
含
む
乗
組
員
と
で
分
配
し
た
。
船
頭
に
は

さ
ら
に
一
定
率
が
船
主
の
取
分
の
中
か
ら
支
給
さ
れ
た
。
こ
れ
を
林
兼
と
阿
波
出
身
の
船
頭
椎
木
豊
吉
の
場
合
に
つ
い
て
み
よ
う
。
椎
木

豊
吉
は
日
和
佐
の
カ
ツ
オ
船
主
丸
龍
利
吉
の
分
家
椎
木
宇
之
助
の
五
男
に
生
れ
、
本
家
の
カ
ツ
オ
船
の
乗
子
か
ら
出
発
し
、
富
永
蛭
子
丸

等
の
船
長
を
経
て
、
昭
和
六
年
に
林
兼
の
三
組
の
底
引
船
を
支
配
す
る
大
船
頭
に
な
っ
た
。
彼
は
第
三
六
全
進
丸
に
乗
り
、
第
一
一
一
七
全
進

丸
の
船
頭
に
は
弟
の
金
蔵
を
乗
せ
、
第
一
・
第
二
大
成
九
を
次
兄
の
浅
吉
に
、
第
五
海
産
九
と
第
六
吉
丸
を
長
兄
源
太
郎
に
預
け
、
全
責

（
Ⅳ
）
 

任
を
自
分
が
持
っ
た
。
豊
吉
が
昭
和
六
’
一
六
年
の
間
に
林
兼
か
ら
任
さ
れ
た
船
は
、
第
二
・
第
五
吉
丸
、
第
一
・
第
二
大
成
九
、
第

一
一
一
七
・
第
三
八
播
州
丸
、
第
五
○
・
第
五
一
播
州
丸
、
第
六
海
産
丸
と
第
五
吉
丸
、
第
一
一
一
五
・
第
一
一
一
六
全
進
丸
、
第
一
七
・
第
一
八
大
漁

丸
、
第
一
一
六
・
第
一
一
七
大
漁
丸
、
第
一
一
一
一
・
第
一
一
一
一
一
大
漁
丸
、
第
八
・
第
九
大
漁
丸
、
第
一
一
・
第
一
二
大
漁
丸
に
わ
た
る
。
昭
和
一
四

（
畑
）

年
に
は
船
を
お
り
陸
上
で
釆
配
を
振
い
、
昭
和
一
六
年
に
林
兼
を
退
社
し
た
。
ま
た
大
船
頭
は
利
益
分
配
法
に
お
い
て
特
殊
な
立
場
を

（
四
）

保
障
さ
れ
て
い
て
、
林
兼
の
場
合
は
船
頭
取
り
分
の
ほ
か
に
「
船
主
取
り
分
の
中
か
ら
二
分
を
支
給
し
て
い
た
が
、
豊
吉
に
は
五
分
」
が

保
障
さ
れ
て
い
て
、

支
給
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
に
問
屋
が
契
約
船
方
式
を
と
る
に
い
た
っ
た
点
に
つ
い
て
、
そ
の
条
件
を
考
え
て
み
よ
う
。
従
来
は
、
昭
和
恐
慌
期
に
お
け

る
貸
倒
れ
船
を
問
屋
が
収
用
し
た
も
の
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
て
き
た
。
恐
慌
の
影
響
が
深
刻
で
あ
っ
た
こ
と
は
歪
め
な
い
と
し
て
も
、
経

営
の
む
ず
か
し
い
』
」
の
時
期
に
、
問
屋
が
あ
え
て
漁
船
を
所
有
す
る
条
件
は
何
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
時
期
が
母
船
式
延
縄
漁
業

か
ら
機
船
底
引
網
漁
業
へ
の
転
換
期
に
あ
っ
た
こ
と
に
着
目
し
て
、
両
者
の
経
営
事
例
（
第
二
表
）
の
比
較
を
試
み
よ
う
。
延
縄
漁
業
で

は
労
働
過
程
で
釣
漁
業
と
い
う
手
労
働
が
主
体
に
な
っ
て
い
る
た
め
乗
組
員
数
が
多
く
、
資
本
構
成
に
占
め
る
可
変
資
本
部
分
の
比
重
が

か
な
り
高
い
の
に
対
し
て
、
底
引
網
漁
業
で
は
乗
組
員
数
は
延
縄
の
半
分
以
下
に
お
さ
え
ら
れ
、
技
術
構
成
の
高
度
化
が
進
ん
で
い
る
。
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3９ 
こ
の
こ
と
は
利
益
の
船
主
・
乗
組
員
分
配
比
率
が
、
経
費
の
膨
張
も
加
わ
っ
て
延
縄
の
船
主
三
五
％
か
ら
底
引
網
の
五
五
％
へ
と
大
幅
な

上
昇
と
な
っ
て
表
わ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
こ
の
時
期
に
は
、
大
手
の
問
屋
資
本
は
一
応
資
本
蓄
積
を
完
了
し
て
い
た
と
み
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
の
よ
う
な
条
件
に
恐
慌
が
相
乗
的
に
作
用
し
て
、
問
屋
資
本
に
よ
る
漁
船
所
有
へ
の
転
換
策
が
と
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

（
１
）
岩
田
孝
明
『
高
田
万
吉
伝
」
同
刊
行
会
一
九
五
九
年
一
○
五
頁
。

（
２
）
前
掲
（
１
）
’
二
八
頁
。

（
３
）
前
掲
（
１
）
’
五
八
’
一
五
九
頁
。

（
４
）
農
林
省
水
産
局
『
水
産
金
融
調
査
資
料
』
同
局
一
九
二
七
年
九
○
頁
。

（
５
）
長
谷
川
安
次
郎
「
長
崎
の
機
船
底
曳
網
漁
業
と
其
の
金
融
状
況
」
『
経
済
論
叢
」
第
二
八
巻
第
四
号
一
九
二
六
年
四
六
頁
。

（
６
）
前
掲
（
５
）
四
五
頁
。

（
、
）
前
掲
（
１
）
二
○
一
頁
。

（
ｕ
）
前
掲
（
１
）
二
六
二
－
一
一
六
六
頁
。

（
⑫
）
前
掲
（
１
）
二
九
九
頁
。

（
週
）
徳
水
株
式
会
社
『
徳
島
翁
追
慕
録
』
同
社

（
皿
）
岩
田
孝
明
『
豊
崎
亀
太
郎
伝
』
同
刊
行
会

（
坊
）
長
崎
県
水
産
会
『
長
崎
県
水
産
誌
』
同
会

（
焔
）
前
掲
（
巧
）
三
一
六
’
三
一
八
頁
。

（
７
）
日
本
勧
業
銀
行
『
水
産
金
融
二
関
ス
ル
調
査
』
同
行

（
８
）
前
掲
（
１
）
二
○
○
’
二
○
一
頁
。

（
９
）
前
掲
（
４
）
八
七
頁
。

一
九
六
二
年

一
九
六
○
年

一
九
三
六
年 一
九
二
三
年
一
一
一
三
－
三
四
頁
。

三
－
四
頁
。

二
五
六
頁
。

三
○
七
’
三
○
八
頁
。
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4０ 

第２表大正１０年度航海収支決算

母船式迎子延縄漁業｜機船底引網漁業

母船８５トン、８０馬力、
伝馬船12隻35,500円

５０トン、６５馬力、
２隻１組40,000円

施設規模および設備費

総水揚高

市場口銭

(A）口銭差引水揚高

(B）経費

油代

氷代

餌料、塩代

雑費

に）差引益金(A)－(B）

ロ船員利益配当

船頭、船長、機関長

各１．５人

漁夫各１人

漁夫各0.7人

雑役各0.8人

(E）船主利益配当

船体・漁具償却費

船体・漁具修繕費

雑費

差引利益

78,000円

80000 

70,000 

28,000 

12,000 

3,000 

12,000 

1,000 

42,000 

26,934.841） 

78,000円

8,000 

70,000 

34,253.10 

28,351.30 

５，６７０ 

226.80 

35゜７４６．９０

℃)Ｘ0．６５ C)×0．４５ 16.086.90 

2,054.34 

20,999.92 

4.387.32 

11.699.52 

958.68 

2.921.68 

に)×0.35 15.065.122） ｡ｘ0.55 19.660 

6.550 6.770 

6．４００ 2.000 

500 3.680 

1.615 7.280 

注:１）２）でそれぞれ0.22円、0.16円が|ﾉ1訳合計より多くなっている。

出所：日本勧業銀行「水座金融二,４スル調査」1923年
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4１ 

阿
波
漁
民
が
北
九
州
へ
出
漁
し
た
当
初
は
、
カ
ツ
オ
船
が
延
縄
を
兼
業
し
た
り
、
ま
た
専
業
の
延
縄
船
が
小
型
で
あ
っ
た
り
し
た
た
め

に
、
乗
組
員
も
船
主
を
中
心
と
す
る
同
族
集
団
的
傾
向
の
船
組
で
組
織
し
て
い
た
。
東
由
岐
の
多
田
家
が
所
有
し
た
一
一
一
社
丸
の
場
合
、
大

正
一
一
年
当
時
、
船
主
多
田
幸
次
郎
・
船
頭
多
田
源
太
郎
・
機
関
士
多
田
政
吉
、
以
下
多
田
友
吉
・
多
田
弥
太
郎
・
多
田
武
次
。
高
田
利
八

・
高
田
万
吉
・
井
筒
初
太
郎
・
井
筒
徳
太
郎
・
井
筒
幸
吉
・
福
島
豊
吉
・
山
地
安
太
郎
等
同
族
一
一
一
人
と
、
ほ
か
に
陸
上
勤
務
の
多
田
嘉

蔵
が
い
た
（
第
一
図
参
照
、
ほ
か
若
干
名
は
不
詳
）
。
高
田
万
吉
は
多
田
幸
次
郎
の
四
男
に
生
れ
、
乗
子
の
高
田
利
八
の
養
子
と
な
り
自
ら

も
ま
た
乗
子
と
な
っ
た
。
当
時
の
同
族
中
心
の
船
組
Ⅱ
船
主
・
乗
組
員
集
団
は
、
メ
ン
バ
ー
や
役
職
が
ほ
ぼ
世
襲
的
に
固
定
し
、
船
頭
は
代

々
宗
家
の
長
男
に
継
が
れ
て
い
っ
た
。
し
か
し
高
田
万
吉
は
、
の
ち
に
林
兼
と
結
ん
で
多
数
の
船
の
釆
配
を
振
う
に
い
た
り
、
多
田
家
イ

ッ
ト
ウ
を
引
立
て
て
、
同
族
の
井
筒
幸
吉
・
井
筒
喜
平
・
井
筒
秀
吉
・
福
島
熊
吉
。
灘
浜
一
・
浜
口
吉
一
一
一
郎
（
福
岡
）
・
由
岐
中
五
郎
吉

（
下
関
）
を
船
頭
か
ら
船
主
に
、
ま
た
支
配
人
の
諸
谷
義
武
と
船
具
部
長
の
芦
原
章
も
船
主
に
そ
れ
ぞ
れ
送
り
出
し
た
（
第
一
図
参
照
）
。

東
シ
ナ
海
漁
業
の
一
つ
の
系
統
は
、
和
船
延
縄
・
手
繰
網
か
ら
母
船
式
延
縄
・
機
船
底
引
網
へ
と
、
資
本
の
技
術
榊
成
の
高
度
化
に
む

か
っ
て
進
展
し
た
が
、
こ
れ
に
は
問
屋
資
本
の
資
金
が
前
提
と
な
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
過
程
に
お
け
る
問
屋
資
本
の
方
針
は
そ
の
収
益
を

四
乗
組
員
の
同
族
的
結
合
と
船
頭
制

（
Ⅳ
）
岩
田
孝
明
「
椎
木
豊
吉
伝
』
同
刊
行
会
一
九
一
ハ
ニ
年
一
一
一
六
六
’
三
六
七
頁
。

（
旧
）
前
掲
（
Ⅳ
）
一
一
一
八
三
頁
。

（
四
）
前
掲
（
Ⅳ
）
三
七
一
頁
。
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4２ 

里

FIT 

(詞1Ⅷ）

￣ 

震汁1114
￣ 

（
許
）
・
言
や
田
穀
川
岸
苫
Ｓ
辮
歯
圏
索
雌

画
｝
己
①
陽
柏
淀
露
・
寵
叶
而
嫌
。
付
妹

浦
幼
戸
『
蚤
田
剴
酬
廊
」
幹
片
９
繕
味
凹
巌
而
吟
か

閂
！ 弧
得
国
蝋
田
劉
顎
郷
国

） 

静局

雷１１顧

可
剴
川
閂
エ

〉

(駆動）
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4３ 

五
結
語

最
後
に
本
稿
頭
書
に
か
か
げ
た
論
点
に
そ
っ
て
、
本
稿
の
内
容
を
次
の
よ
う
に
要
約
し
よ
う
。

⑪
阿
波
出
漁
民
の
東
シ
ナ
海
操
業
は
や
長
崎
の
問
屋
と
の
関
連
に
お
い
て
と
ら
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
母
船
式
延
縄
漁
業
時
代
に
は

そ
の
資
本
の
有
機
的
構
成
の
低
さ
か
ら
、
問
屋
は
も
っ
ぱ
ら
出
漁
船
へ
の
高
利
貸
的
活
動
に
よ
っ
て
蓄
積
を
と
げ
、
ま
た
阿
波
出
漁
者
の

一
部
に
も
問
屋
と
結
ん
で
個
人
船
主
が
成
立
し
た
。
し
か
し
機
船
底
引
網
漁
業
へ
の
転
換
に
際
し
、
問
屋
は
そ
の
資
本
の
有
機
的
構
成
の

高
さ
に
着
目
し
て
、
漁
船
を
所
有
し
船
頭
に
下
請
さ
す
契
約
船
方
式
を
と
っ
た
。
従
来
、
こ
の
契
約
船
に
つ
い
て
は
、
融
資
↓
恐
慌
↓
倒

産
↓
従
属
と
い
う
経
路
で
生
じ
た
と
す
る
見
解
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
と
と
も
に
内
部
経
済
的
条
件
か
ら
す
る
問
屋
の
積
極
的
な
進
出
の
側

面
を
も
評
価
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。

②
高
利
貸
活
動
か
ら
始
ま
り
契
約
船
下
請
方
式
に
い
た
る
問
屋
資
本
の
生
存
基
盤
に
つ
い
て
、
前
期
的
生
産
形
態
の
一
般
的
存
在
が

再
編
で
も
あ
っ
た
。

（
１
）
 

あ
げ
る
た
め
に
、
「
技
偏
優
秀
ニ
シ
テ
信
頼
シ
得
ル
」
船
頭
を
捕
捉
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
か
く
て
本
稿
二
節
に
あ
げ
た
初
期
出
漁
時
代

の
家
父
長
船
主
の
多
く
が
消
滅
し
、
か
わ
っ
て
本
稿
三
節
に
あ
げ
た
「
技
彌
優
秀
」
な
分
家
出
身
の
乗
子
達
が
、
問
屋
に
よ
っ
て
船
頭
に

取
立
て
ら
れ
（
第
一
表
参
照
）
、
高
田
万
吉
は
そ
の
好
例
で
あ
っ
た
。
家
父
長
船
主
か
ら
問
屋
資
本
へ
の
漁
船
所
有
関
係
の
変
化
は
、
漁

船
を
紐
帯
と
し
て
構
成
さ
れ
て
い
た
在
来
の
船
組
Ⅱ
船
主
・
乗
組
員
集
団
の
解
体
に
通
ず
る
が
、
直
接
船
組
を
掌
握
し
え
な
い
問
屋
資
本

は
、
そ
の
機
能
を
抜
擢
し
た
新
船
頭
に
委
ね
た
。
か
く
し
て
船
組
は
新
船
頭
に
よ
っ
て
再
編
さ
れ
て
い
く
が
、
同
時
に
そ
れ
は
船
頭
制
の

（
１
）
日
本
勧
業
銀
行
『
水
産
金
融
二
関
ス
ル
調
査
』
同
行
一
九
一
一
一
一
一
年
三
三
頁
。
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必
前
提
と
な
っ
て
い
る
と
す
る
見
解
が
あ
る
。
問
屋
資
本
の
貸
付
・
投
資
活
動
は
、
そ
の
対
象
と
し
て
の
船
頭
と
船
組
か
ら
な
る
船
頭
制
の

存
在
を
前
提
と
す
る
。
し
か
し
問
屋
資
本
の
貸
付
・
投
資
活
動
は
、
そ
れ
が
効
率
主
義
を
と
っ
た
』
」
と
（
「
技
傭
優
秀
」
な
船
頭
を
抜
擢

す
る
）
に
お
い
て
在
来
の
船
頭
制
を
解
体
さ
せ
、
新
た
な
抜
擢
船
頭
屑
の
創
出
と
そ
の
手
に
な
る
船
組
の
再
編
を
惹
起
し
た
。
し
た
が
っ

て
船
頭
制
は
も
は
や
一
般
的
存
在
と
ぽ
か
り
は
い
い
切
れ
ず
、
資
本
の
経
済
的
活
動
の
結
果
で
も
あ
る
点
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
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